	P-xx
	発表タイトル (12pt、長くなる場合は小さい文字サイズをご利用ください)
（所属）○名前１、名前２、名前３ (9pt)

	

・ポスター番号（P-xx）は運営側で記入しますので記入不要です。
・枠内に要旨を記載ください。色の使用は可能です。
・化学式や図のみでも問題ありません。自由に作成ください。
　（次ページの例を参考にしてください。）
[bookmark: _GoBack]・枠のサイズは変更しないようにお願いします。




以下、作成例になります。提出時には削除をお願いします。
	P-xx
	アミノアルコール配位子を利用した含フッ素-ラクタムの不斉合成
（摂南大薬）○樽井敦、西村遥、田平明日香、池端健、佐藤和之、表雅章、安藤章

	







ジアステレオ選択的、高エナンチオ選択的、11例

	P-xx
	モノフルオロアルケンの収束的合成法の開発
（理研BDR1、医科歯科大2）○磯田紀之1、植竹裕太1、丹羽節1、細谷孝充2

	[image: ]
フルオロアルケンの収束合成を指向し独自に開発した2炭素ユニットについて、そのホウ素部分を用いたクロスカップリング反応について検討した。
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